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箱桁の温度差によるキヤンバーの案化について
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釦矯架滋壱料（5も3・そ大矯諒有そ駈宛会）菊粋

8－2架設工法
1．自走クレーン車による工法

　部材を予め地上組立てして架設する工法であり、小径間の1桁等に用いられるもので、主桁を全

長にわたり地上細立てし、吊上げ、支承上に据え付ける工法で、

1イ》対傾構、横構を主桁間に取り付け、連結し、箱状にしたもの。

（ロ》1枚ずつの主桁を架設しては、それらを対傾構、槌構で連結する場合の2つの方法がある。

①　②　④
　　舞塞1

数字は組立て順序

　｛　①②④④は主げた

　③⑤⑦　は対傾構

　トラッククレーン

／

0　　0　　　　　　0

　　　　　　　　　　　　　　　　　自走クレr・：！による1げたの架設（立面図）
2．ベント式による工法

　この工法には、次の架設工法がある。

　　a）自走クレーン車　　b）ケーブルクレーン　　c）デリッククレーン

　　d）トラベラークレーン　　e）門型クレーン

　架設中の部材を、桁橋では主桁現場継乎附近で、トラス橋では格点附近にベントで受け、部材に

架設応力を発生させないで組立てる工法である。

τ多助式ステイフレグデリック

！

キャリヤー ラックケープル

／
橘げた 鉄

一

十
ペント （い裁撒

　　　平版基礎
ベントくい基礎

鉄塒
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3．ケーブル式工法

　架設中の部材をケーブル・鉄塔等で構成した支梼設備で吊って支えながら架設を進める工法で、

直吊り式工法、斜吊り式工法がある。

　1）直吊り式工法

トラ　ケーフル
キャリヤー

メーンケーフ　　．

ハンが一ケーフ）レ

鉄塔

一　臼
可　　，　　一

一　甲　　■

タソ丼ワル　　　　　　　　　ター刀掌ンフル

　この工法はプレートガーター、箱桁、

2）余斗吊り工法

トラス、

　　橋桁の両側に建てた鉄塔間にメーンケーブ

　ルを張り、それにハンガーを吊り下げ、ハン

　ガrで直接或いはハンガー下端にとりつけた

　支持ばりによっで、橋桁部材を支持しながら

　組立てる方法である。

アーチの架設に用うることが出来る。

フォワードケーブル

鉄塔

，

し．工Z亙一

　橋桁両側に建てた鉄塔頂部より、直接部材を斜めに吊る工法で、部材には吊り金具を介してケ

ーブルを取り付ける。

　ケーブルを斜めに張るため、架設応力が生じるので、注意する必要がある。この工法は、アー

チ型式の架設に適当である。

4．片持式工法（キャンチレバー工法）

　この工法は、既設けた等をアンカースパンとして、片時式に部材を張り山しながら組立ててゆく

ものであり、この工法は、架設応力が生じるので、注意する必要がある。

　又、1支点の左右両側に架設荷重をバランスさせながら張り山して行く釣合片持式工法（ヤジロ

ベー工法）もある。

一57一
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単馴！トラスの蝿持ら式架設

11

ヶ一ブルクレーンによる片持式工法

「
噌’央慌間． 定撤怪間

トラベラ　クレ　ン

▽一一”一荷取クレーン
1 ￥

9
　
．

」 、、＿

トラベラ　ドクレド　ン

「「1研一ン

　　　　　　　　　　　　　ヤヘら　　　　　　　　ド　　　　　　　　　あ
　　　　　　　煙塑聞柵べ≧：止　　　　　　　　　　　　＼型隅1重・間べ跡

　　　　　　　　　　　　　　釣合片持式’1二法（ヤジロペー工法）

5．引き山し工法

　橋桁を架設する径間に隣接する取付道路、橋梁、既に架設した部分、或いは特に仮設した桟橋な

どの上で組み立てたのち、橋杣線に沿って前方に引き山し架設する方法である。

架設に用いる機材によって、手延式、移動ベント式、ポンツーン式などと呼ばれている。

　又、単純桁などを連続的に架け渡す方式は重連式と呼ばれている。

　1）手　延　式

　　　　G重心．歳、

　　　後部0一ラー
｛尋多誘支点）　（固定支点・

手延機

Io一熱

　橋桁の先端に手延機をとりつけ、ウインチ

ローラー及び台車または油圧の送出し装置な

どで引き出して、架設する工法である。

2）重　連　式

対重 仮連結

一　F＝ ．　－　　署

台車　　0一ラー 0　薗　　　　　　　　　［1甲
‘移動支，点）　‘固定支点」

0一フー

（固定支点）

0一フー

（固定支点）

　橋桁を数連連結して引き出す工法であり、

必要に応じて橋桁先端に手延機を取付ける。
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3）台　車式

台車 台車 →。車　　　　　　　・車

台庫

仮設げた 仮設げた

　架設径問の一部にベントおよび仮設桁（又

は仮設トラス）を設け、こめ上に台車を走行

させて橋桁を引き出して架設する工法である。

4）移動ベント工法

おしみ素おしみ索 引出し索

移動台車

　　　　　　　　響多重力ベント■二i去

6．架設桁（架設トラス）式工法

P　　　一　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　腕　　■　　一　　　一
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曹
・
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ポソツーソ式引1且1し架設

架股げた
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1
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■

一　一　薗

騨

　あらかじめ架設桁を架け渡し、

この上に橋桁を組み立てたり、架

設桁に吊り下げて橋桁を組み立て

たりする場合と、架設桁上を軌道

として組み立て終った橋桁を引き

山す場合がある。

7．大ブロック工法

　1）フローチングクレーンによる方法　　　　　　2）台船による方法

　　　　　　　　フローティングクレーン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　郵奪r一

　　　　　　　　　　　　　　琵

　　　　　　　　　　　　　　　3）巻上げ機による方法
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シヤ　レッグ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シ土→1アグ　　　　1「E万テー

　　　　蝉た
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8－3 工法選定のためのフローチャート
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幅契架設工季＾権算（臓日紳主嫌飛’櫛ω緯絆

2．1．3架設工法の選定

　架設工法を選定するときは、表2－2に示す要因を総合的に判断する必要がある。これをフ

　ローチャートで示すと図2－14の通りとなる。

表2－2　架設工法を定める要因

架i没地点、1対連する付近に1悶する要1刈

・架設地点の地形、地盤．i二地利川などの地理的要因

架設期間制約、時問制限、利川空問制限その他管理

　茜の条件

・弱！境．．Lの問題

部材運搬との関連

架設される鋼橋の要因
・構造形式、構造規模

・設計断而、設計．Lの制約

架設機材の要因 ・架設機材の能力、乎配・使川の可能性

一般的要因
・安全性

・経済性

架1設地点の

地理的要因

構造形式

および規模

環境作業上

の諸制約

架設機材の

条件

運搬等の条

件

「一一一一一一一一一「

設計との整合性

K二垂D

i⊂亟⊃
L＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

架設工法の決定

　　　　　　　　　　　図2－14架設工法選定の流れ一

（D　架設工法を定める最大の要因は、架設地ノ1、くの要因（地理的要囚と架設地点の諸制約）であ

り表2－4と表2－5から架設条件に適合した架設工法の選定についてフローチャート形式

に書き換えたものを図2－15に示す。」二法を選定して行くに当っては表2－3に示した主要

確認111項を参照すること。

（2）鋼橋の構造形式から表2－5により適合する架設工法を選定できる。

（3）（1）、（2）を組み合わせ、さらに、架設機材の使川性、環境との調和その他の制約、迎搬と

の関連等を合わせ検討する。

（4）採川すべき架設二1二法の候llllについて、安全⊥．の問題のイ丁無、設計との整合性、経済性に

ついて検討し、最終的に架設工法を決：定する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　一61一



トラッククレーン工法 ケーブルクレーン」二法 送出し＝i二三去 トラベラクレーン1コ去

②

架設地点は　　Yes

陸Lか

I
o
ゆ
1

No ケーブルクレーン鉄塔　No

設備は可能か

⑨
桁ドまでの搬入
路はあるか

No Yes

1猫葦繕Yes クレーンの‘乍業

ヤードはあるか

No

No
④

Yes
の

ベント設備は
可能か

No 一嬬架投は　No
可能か

Yes

‘’

Yes

アンカーク）設備は

可能か

No

㈹
Yes

荷取りヤードは

あるか

No

4，r

Yes

ベント設備は
可能か

No　橋
　　形

梁

式＊1
Yes

送出しヤードが　No
確保できるカ・

＊2

1．鋤藁．．範惟髪塁．i一一

叢欝勾
　　　　　　li

ケープルエレクション

　直吊り．ll法

ケーブルエレクション

　斜吊りIl法

I　l

I

　　．Yes

トラス形式’

磯ヱ＝乏髭義．，

石…箱弊

一

トラベラクレーン　No

の垂1いkは可能か

④
Yes

ベント設備は　No　アンカースバン　No
可能か　　　　　　　　はあるか

匡正国画

　　7ローティングクレーン工法　　　　　　　　　　台　　船　　工

⑰　　　　　　　　⑭　　　　　　　　　乖
フローテ｛ング7レーンの　No　　可撮式フローティング　No　　　台瑠｝のj態入1ま　No

進入は可能か　　　’の使用は可能か　　　　一可能か

　　　　　　　　　　Yes　　　　　　　　　　Yes
　　　　　　　①　　　　　　　　　　　愈
　　　　　　　　　　　　　　　り　　　　　No　　ベント設備は　No　　　亡r船による一括　No
　　　　　　　可能か　　　　一　　架設は可能か

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Yes　　　　　　　　　　　Yes　　　　　　　　　　　　Yes

法

フ震一テ‘ンプクレーン

ベント工法

他］二法　と　の　てキ　用1

Yes i　Yes

　　　　　　　　　　i

注）1．

　2．
　3．

4。

図中①一⑯は表2－3の主要確認事項①一⑯を参照。

橋梁形式がラーメン形式の場合は、上路アーチ形式に準じて選定する。

＊1：銀桁，箱桁形式の場合は、ケーブルエレタション工法選定前に、送

　　出し工法の可否を検討し、不可となった場合においてケーブルエレ

　　クション直吊り工法を選定する。

＊2：上路アーチ形式の場合は、地理的条件の整備・改良を行うことを前

　　提にして、ケーブルエレクション斜吊り工法を選定する。

図中各工法について、横取り工法との併用が有利か検討する。

図2－15架設地点の利用条件から選ばれうる標準的架設工法
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表2－3　フローチャートの主要確認事項

① 桟　　橋
　桟橋規模の適否
　設置場所の水深の適否
　水面利用に関する関係機関の協議
　杭基礎地盤の適否

② 搬入路
　重車輌通行の適否
　幅員、線形、勾配（10％以下）の適否（改良の可否）

　橋梁、トンネル、架空線等、支障物の有無
　下部工用工事道路利用の可否
　改良（新設）費用の適性範囲

③　作業ヤード
　1　架設区間へのクレーン接近およぴ据付の可否
　　　　（既設桁上面使用含む）
　　　クレーン組立ヤードの有無
　　　クレーン反力地耐力の適否
　　　瀬回し、桟橋の可否およぴ異常出水の有無
　　　供用街路通行規制の可否
　　　整地、造成、改良の有無およぴ撤去、移設の可否
　　　埋設物等、支障物の有無および撤去、移設の可否

④ ベント設備
　平坦性およぴ地耐力の適否
　コンクリートまたは杭基礎施工の可否
　河川、海上部の杭基礎施工の可否（地形、地質、管理者協議）
　埋設物、水路等、支障物の有無およぴ撤去、移設の可否
　ベント設備重量の適性範囲

⑤ トラッククレーンによる一括架設
橋体組立ヤードの有無
供用街路通行規制の可否
部材の座屈等の照査、確認
クレーン能力（調達）の可否

据付場所確保の可否

⑥ ケーブルタレーン鉄塔設備
鉄塔設置スペースの有無およぴ荷取スペース確保の可否

　鉄塔基部の地耐力または構造物強度の適否
　トラッククレーン等作業車輌の接近、据付の可否
　架空線、鉄道、空域制限等、支障物の有無

⑦ アンカー設備
　周辺街路、家屋等への支障の有無（控索等）
　コンクリートアンカー設置に対する地形、地質の適否
　アース、ロックアンカー設置に対する地形、地質の適否
　作業機械接近の可否
　地下水位の有無および高さの確認

⑧ 荷取ヤード
　ヤードまでの搬入路の有無
　桁下内の荷取スペースの有無（橋台背面部のヤード困難時）

⑨ 送出しヤード
　直線で必要な作業スペース確保の可否
　部材搬入路の有無
　桁組立用クレーンの据付およぴ作業の可否
　縦断勾配の確認（5％程度まで）
　隣接径間のヤード利用およぴクレーンの据付、
　既設桁上面利用時の既設桁強度の照査

作業の可否

⑩ 桁形状
　桁は直線（原則として）

　縦断勾配の適否（送出し時5％以内）
　桁高が一定（原則として）

⑪ トラベラクレーンの組立
組立ヤード（既設桁上面、取付道路、隣接径間部等）の有無
組立用クレーンの据付およぴ作業の可否

　トラベラクレーン荷重による橋体強度の確認

⑫ フローティングタレーンの進入
　進入経路水深の適否
　進入経路および既設橋桁下空間の上空障害の有無
　水面利用に関する関係機関の協議

⑬ フローティングクレーンによる一括架設
　架設地点水深の適否（又は凌喋の可否）
　架設地点上空障害の有無
　航路閉鎖の可否
　クレーン能力（調達、基地）の可否
　水面利用に関する関係機関の協議
　吊上げに対する橋体強度、吊点部補強の確認
　橋体組立ヤードおよぴ浜出し設備の有無（岸壁、揚重設備等）

⑭ 可搬式フローティングクレーン
　組立、解体ヤードの有無
　水深の適否（2m以上）
　流速、潮流の適否（2ノット程度）
　水面利用に関する関係機関の協議

⑮ 台船の進入
　進入経路水深の適否
　進入経路および既設橋桁下空間の上空障害の有無
　水面利用に関する関係機関の協議

⑯ 台船による一括架設
　水面から桁下端までの高さの適否（7m程度）

流速、潮流の適否（2ノット程度）
　水面利用に関する関係機関の協議



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表2－4①架設地点の要因と架設工法の適用性

適用可能橋梁形式欄の凡例【◎：頻繁に適用される橋梁形式、○：時々適用される橋梁形式】

1
①
ら
1

架　　設　　工　　法 適用可能橋梁形式 地　　　形　　　条　　　件　　　等 備　　　　考

1 トラッククレーン ◎単純桁（飯：箱桁） 1）陸上部で、ベントおよぴ桁の架設地点までトラッククレーンが進入1

ベント工法 ◎連続桁（飯：箱桁） できること

◎曲線桁 2）流水部でも瀬回しまたは桟橋等によ慶）ベントの設置が可能でトラッ

○単純トラス ククレーンが進入できること

○連続トラス 3）供用中の道路を作業帯とする場合、交通規制により自走クレーン車

○ラーメン橋 が進入できること

○鋼橋脚 4）ベントの設置およぴトラッタタレーンの据付に必要な地耐力が確保

できること

2 トラッククレーン ◎単純桁（飯；箱桁） 1）トラッククレーンの進入は可能であるが、ベントの設置が不可能な 架設時の橋体強度確認

一括架設工法 ◎鋼橋脚 場合

2）桁架設地点付近に橋体組立ヤードが確保できること

3）吊り荷重に見合ったトラッククレーンが調達できること

4）トラックタレーンの据付に必要な地耐力が確保できること

3 ケーブルタレーン ○単純桁（飯：箱桁） 1）ベントの設置は可能であるが、トラッタタレーンの進入が不可能な

ベント工法 ○連続桁（飯：箱桁） 場合

○曲線桁 2）ケーブルクレーン設備の設置が可能なこと

○単純トラス ①鉄塔・アンカー設備およぴ荷取ヤードの設置が可能なこと

○下路アーチ ②桁下に鉄道およぴ架空線等がない場合

○下路ローゼ 3）鉄塔支間が250m程度以下の場合
○下路ランガー

○斜張橋

4 ケーブルエレクション ◎単純トラス 1）ベントの設置並ぴにトラッククレーンの進入が不可能な場合
直吊り工法 ◎下路アーチ 2）ケーブルエレクション設備の設置が可能なこと

◎下路ローゼ ①鉄塔・アンカー設備および荷取ヤードの設置が可能なこと

◎下路ランガー ②桁下に鉄道およぴ架空線等がない場合

◎上路ランガー 3）鉄塔支間が150m程度以下の場合

5 ケーブルエレクション ◎上路アーチ 1）ベントの設置並ぴにトラッククレーンの進入が不可能な場合 架設時の橋体強度確認

斜吊り工法 ◎上路ローゼ 2）ケープルエレクション設備の設置が可能なこと

◎上路ランガー ①鉄塔・アンカー設備およぴ荷取ヤードの設置が可能なこと

◎πラーメン橋 ②桁下に鉄道およぴ架空線等がない場合

3）鉄塔支間が200m程度以下の場合



表2－4②架設地点の要因と架設工法の適用性

o
㎝

架　　設　　工　　法 適用可能橋梁形式 地　　　形　　　条　　　件　　　等 備　　　　考

6 送　出　　し　工　法 等断面の飯桁：箱桁 1）桁下空間に次の制約条件がある場合 架設時の橋体強度確認
ゆるやかな曲線桁 ①鉄道線路がある
（Rニ500m程度以上） ②通行規制をし難い主要道路がある

③ベントが設置できない河川、山間峡谷部である
④トラックタレーンが進入できずケーブルエレタション設備の設置

が不可能な場合
2）送出しヤードが確保できること

3）縦断勾配が5％程度以下であること

7 架　設　桁　工　法 ◎曲線桁（飯：箱桁） 1）桁下空問に次の制約条件がある場合
変断面の飯桁：箱桁 ①鉄道線路がある
O下路アーチ ②通行規制をし難い主要道路がある
○下路ローゼ ③ベントが設置できない河川、山間峡谷部である
○下路ランガー ④トラッタタレーンが進入できずケープルエレクション設備の設置
○下路トラス が不可能な場合

2）送出しヤードが確保できること

8 トラベラタレーン工法 ◎連続トラス 1）桁下にトラックタレーンが進入できずケーブルエレタション設備の 架設時の橋体強度確認
◎斜張橋 設置ならぴに送出しヤードの確保が、ともに不可能な場合
○連続桁（銀：箱桁）

曲線、縦断、変断面
等で送出しができな
い桁形状

9 フローティングクレーン ○単純桁（飯＝箱桁） 1）桁の架設地点までフローティングタレーン（以下FC）が進入できる 架設時の橋体強度確認
一括架設工法 ○連続桁（飯：箱桁） こと

O単純トラス 2）流速、潮流が2ノット程度以下であること
○連続トラス 3）吊り荷重に見合ったFCが調達できること
○鋼橋脚 4）架設工期が制約される場合

5〉橋体を搬出できる岸壁や、揚重設備を確保できること

10 フローティングクレーン ◎斜張橋 1）FCまたは可搬式FCの使用が可能で、かつベント設備の設置が可能
ベント工法 O連続桁（銀：箱桁） な場合

O曲線桁 2）流速、潮流が2ノット程度以下であること
○単純トラス
○連続トラス

11 台船一括架設工法 ○単純桁（銀：箱桁） 1）桁の架設地点まで台船が進入できること 架設時の橋体強度確認
O連続桁（飯：箱桁） 2）流速、潮流が2ノット程度以下であること
○単純トラス 3）桁下から水面までの高さが7m程度以下であること
○上路アーチ
○上路ローゼ
○上路ランガー



表2－5　鋼橋の構造形式と架設」二法の適川性

　　架設］二法

構造形式

ベント工法 ケ
1
ブ
ノ
レ
エ
レ
タ
シ
ヨ
ン

架
設
桁
（
ト
ラ
ス
）
工
法

送出し
工　　法

片持式Ill法
一猛架設
曽ll　法

備　　考

ト
ラ
ツ
ク
ク
レ
1
ン

ケ
1
ブ
ル
ク
レ
1
ン

ト
ラ
ベ
ラ
ク
レ
1
ン

門
型
ク
レ
1
ン

フ
ロ
L
テ
イ
ン
グ
ク
レ
1
ン

予
延
機

台
船
●
移
動
ベ
ン
ト

架
設
桁
（
ト
ラ
ス
）

ト
ラ
ツ
ク
ク
レ
1
ン

ケ
1
ブ
ノレ
ク
レ
1
ン

ト
ラ
ベ
ラ
ク
レ
監
ン

フ
ロ
ロ
テ
イ
ン
グ
ク
レ
1

ト
ラ
ツ
ク
ク
レ
盲
ン
F

フ
ロ
1
テ
イ
ン
グ
ク
レ
畳
ン

台
船

巻
1・
機

ifl：

吊
り

斜
吊
り ン　ー

単純桁（飯・箱桁） ◎ O △ O △ ○ ◎ O ◎ O O
連統桁（飯・箱桁） ◎ O O O O △ O ◎ O O O O O △ O O △

曲　　線　　桁 ◎ O O ○ ◎ O O △

単純　ト　ラ　ス ○ O O O ◎ O 0
連続　ト　ラ　ス O △ ◎ 0 △ O O ◎ O O △

下路ア　ー　チ △ O ◎ △ O O
〃　　ロ　ー　ゼ △ O ◎ △ O 0
〃　ランガー △ O ◎ O O O

上路ア　ー　チ ◎

〃　　ロ　ー　ゼ ◎

〃　ランガー ◎ ◎ 斜吊りは総鋼
重を吊る

ラ　ー　メ　ン橋 O △ ◎

斜　　張　　橋 △ O O ◎ O O ◎ O
鋼　　橋　　脚 O ◎ O
注）◎：頻繁に用いられる工法
　○：時々川いられる二1二法
　△：採用が検討できる工法
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④現地架設完了時（ベント撤去後）

架設完了全嚇、

キャンバー測定

一69一



⑤床版工完了後
　　　（地覆・高欄設置前）

キャンバー測定

桁温度測定

（自動記録温度計）

薯遮

桁温度測定

捲
…嘩
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